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IIIFに対する私の観点
1. IIIFは画像公開（配信）のオペレーティ
ングシステムに相当する。

2. OSに載せる「アプリ」は今後増えるが、
OSの流儀に従う必要がある。

3. OSとして一通りの機能を備える必要が
あり、車輪の再発明も必要ならやる。

4. IIIFの内で扱うべき課題と、外で扱うべ
き課題との、切り分けと接続が重要。
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IIIFはプラットフォーム
1. IIIFは全く新しい技術というわけではな
い。多くの類似既存技術がある。

2. 技術的に新しいかどうかで単純に判断
すると、その本当の価値を見誤る。

3. プラットフォームのネットワーク効
果：集客力に正のフィードバック。

4. Linked Dataの思想に基づき、画像と紐
づくデータのネットワークが成長。
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Automating Ensemble Image Alignment in IIIF
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Integrating IIIF Into End-to-End Digitization Workflows
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Tripoli: Presentation API Validation and Correction
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http://www.iiifhosting.com/



2017/07/27 4 CODH第 回 セミナー 8

Using IIIF to Rebind 2D manuscript Images into 3D Virtual Books
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#FunWithIIIF



課題：科学分野への進出
• IIIFの概念には、（貴重書）画像へのアノ
テーションという発想が色濃く残る。

• IIIFコミュニティとしては、適用範囲を
もっと拡大したいという意図がある。

•科学分野でも高解像度画像へのニーズが
大きい（地球観測、医療、論文出版等）。

•ユースケースが書籍と大きく異なる。新
グループを設立して議論する機運も。
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課題：機械学習との関係
•会場では「これに機械学習を使えない
か」という質問がたびたび出てきた。

• IIIFと機械学習はレイヤが異なる。安易に
混ぜると仕様が混乱する。

•インタフェースの問題：何らかの作業を
人間がやるか機械がやるかの違い。

• IIIFの内と外の世界を切り分けて接続する
問題：IIIFの拡大につれて顕在化する。
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IIIFコミュニティの今後
1. IIIF会議は最新動向を概観するよい機会。
2. IIIFは長期的にどこに向かうか？人文系
画像データのコミュニティにとどまる
か、それ以上に「ビッグ」になるか？

3. IIIFには、画像公開に向けた「背中を押
す」効果があり、有効に活用したい。

4. 「作る人」と「使う人」のコミュニ
ケーションを密にすることが重要。
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